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支援機器 ARM in Ⅲrobotic exoskeleton 

分類(ISO9999) 05：技能訓練用具 

試験相 第 1 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

ARMin Ⅲにおける TIFT（time-independent functional training）アプローチは、従来手法より

もより早期に、より大きな軌道エラーの減少を示す 

研究デザイン 群内比較（逐次対象） 

障害・疾患 健常者 

対象者・数 健常者 37 人 

主要アウトカム 関節角度のずれ 

副次アウトカム 1 肘、肩 ROM（Range of Motion） 

副次アウトカム 2 肘運動トルク 

副次アウトカム 3  

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 無 

結果の概要 TIFT（time-independent functional training）や TD（time-dependent）では視覚情報による運

動学習効果を上回る改善はなかった 

 

論文整理番号 21 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
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